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松川の石ころの特徴
白っぽい石ころと緑っぽい石ころが多い。

蛇紋岩らしい蛇紋岩を見つけることができる。三峰川や小渋川でも蛇紋
岩は見られるが、三峰川や小渋川のものは色が濃く、黒っぽく見える。

五竜岳や唐松岳周辺は花こう岩（約7千万年前～6千万年前）でできて
いるので、白っぽい花こう岩の礫（まつ1）が多い。白馬岳や八方尾根に
は蛇紋岩や結晶片岩などの緑っぽい岩石が多いので、それらの礫（まつ
15・17・18・19）も多い。
高瀬川や梓川には見られない蛇紋岩や結晶片岩が見られるので、なぜ同

じ北アルプスから流れ出る川なのにこんなにも礫の種類が違うのか、地質
図を見ながら考えてみるとおもしろい。
ちなみに蛇紋岩は、地殻の下にあるマントルをつくっているかんらん岩

に水が加わってできる岩石と考えられている。そんな地下深くにあったは
ずの岩石が、標高3000m近い高山に露出していることを思うと、地球が
冷え固まった動かない星ではなく、ダイナミックに動いている活きた星で
あることがわかる。
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松川の河原



松川の石ころ



松川と北アルプス北部（白馬岳周辺）
八方尾根と岩蕈山（手前の雪を被らない緩やかな山）にはさまれた谷を

松川が流れ下る。八方尾根と岩蕈山（いわたけやま）は蛇紋岩をはじめ
とする超苦鉄質岩からできている。
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